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研究テーマ

　生物 (特に動物 )群集・個体群における構造決定・安

定性・個体数変動のメカニズムの実験的・理論的解析

研究概要

１）実験個体群・群集における個体数変動の機構。生物

の個体数は増殖・死亡を繰り返すことによって絶えず変

動している。その変動には、同じ資源をめぐる競争（同

種内の個体間の種内競争、共存する他種の個体との種間

競争）、食う―食われるの関係（自分が資源として利用

する他種との関係、自分が資源として利用される他種と

の関係）などの生物間相互関係が大きな役割を果たして

いる。また、これらの生物間相互関係は生物群集の構造・

動態などにも大きな役割を果たしている。

　本研究は、これらの生物間相互関係が個体群・群集に

及ぼす影響を実験的に解析することを目的とする。具体

的には、豆 (主に食用の貯蔵豆類 )、豆を資源として生

存する各種のマメゾウムシ、さらにマメゾウムシ幼虫を

寄主として利用する各種の寄生蜂を実験材料として、実

験室内に豆―マメゾウムシ―寄生蜂でなる実験群集を作

り上げ、それぞれの栄養段階の種組成を変化させるなど

の操作を加えることにより、個体群・群集の動態を観察

し、群集を構成する種のどのような生態的性質が個体群・

群集の動態に主要な役割を果たしているのかを解明して

いく。

２）「生態的に安定な種の組み合わせ」に関する実験的・

理論的研究。現在我々が目にする生物群集はそれらを

構成する生物種が非常にうまく共存しているように見

える。本研究はそのようにうまく共存しているように見

える群集がどのような機構で進化してきたかを、一方で

は豆―マメゾウムシ―寄生蜂でなる実験系を用いて、他

方では人工生命の技術を用いて理論的に解析しようとす

る。

３）野外でのマメゾウムシの共存機構。野外にはマメ科

植物を資源として生活する多くのマメゾウムシが存在す

る。多くのマメゾウムシはそれぞれの豆種に特異化して

いるが、中には同じ豆種を 2種以上のマメゾウムシが同

所的に利用して生活している。 

本研究はそのような同じ資源を利用しながら共存するマ

メゾウムシを研究材料にして、自然界での多種共存の機

構を解明しようとするものである。

４）寄生蜂における性決定に関する機構。多くの有性生

物における性決定は性染色体によって決定され、親が子

供の性を決定することはできない。一方、昆虫類の膜翅

目では倍数半数性により性決定がされるため、産卵時に

受精卵を産むか、未受精卵を産むかによって雌雄を産み

分けることが可能である。本研究はこの膜翅目の性質を

利用して、いかなる環境条件が性比決定に関与している

かを寄生蜂を用いて明らかにしようとする。
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